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第 1号議案 

２０２５年度 事業報告 

【概  括】 
   
  2025年度は、法人設立 20周年を迎え、これまでの歩みを振り返るとともに、関係者の皆

様への感謝の意を表する機会とし、20 周年記念式典を開催しました。また、これまでの取

り組みや成果をまとめた記念誌を作成し、法人の歴史や大切にしてきた理念を改めて共有

しました。さらにこれまでの実践を土台としながら、民法改正に伴う成年後見制度の見直

し等新たなニーズを見据え、今後の方向性を示す中期計画策定にも取り組み、法人として

の役割や目指す姿を明確にしました。 

  本部の法人後見業務においては、ご本人の思いを大切にし、その人らしい生活や意思決

定を尊重した支援を心掛けました。また、滋賀県高齢者権利擁護支援センター及び滋賀県

障害者権利擁護支援事業では、権利擁護支援の促進を意識した研修などの啓発活動を実施

しました。 

大津市障害者虐待防止センターでは、研修が義務化された障害福祉サービス事業所だけ

でなく、特別支援学校からの依頼にも積極的に対応しました。内容的には、障害者虐待の

防止や身体拘束の適正化についての研修依頼も増えており、研修の大きな柱になってきま

した。 

また、大津市権利擁護サポートセンターは、成年後見制度利用促進の中核機関として、

二次相談窓口を目指しています。大津市権利擁護ポートセンターで作成したリーフレット

を使用するとともに、事例を用いて、一次相談窓口を担う専門職向けに継続した広報啓発

活動を実施しました。また、専門職団体や関係機関との地域連携ネットワークによる権利

擁護・成年後見制度の安定的な実施を図るためのしくみに向けた準備を行いました。 

 

2025年度は次の 5項目を重点項目として掲げて、事業に取り組みました。 

１． 本人の思いを大切にし、地域に根差した権利擁護支活動に取り組みます。 

２． 成年後見制度利用促進（権利擁護支援の促進）に向けた取り組みを進めます。 

３． 高齢者・障害者虐待対応の技術向上と虐待防止の啓発に取り組みます。 

４． 支援の質の向上を図り、リスクを組織的にマネジメントします。 

５． 設立 20周年の記念事業、法人の中長期ビジョンに取り組みます。 

 

重点項目 1  

 12 月に開催した県民対象の意思決定支援研修会をはじめ、おおつネット懇との共催で

意思決定支援をテーマに研修を行うなど、本人の特性に応じた意思決定や権利擁護支援

について学ぶ機会を持ちました。 

 法人後見活動においては、職員一人一人が、本人の思いを大切にするよう意識し、内

部においても定期的に検討する機会を設けました。また、日頃から各関係機関との連携

を図り、チーム支援を心掛けました。成年後見制度の利用に関する相談においても、本
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人の思い(意思)を大切にし、またそのことの重要性を身近な親族、支援者と共有できる

ように努めました。 

 

重点項目 2  

県内の施設や事業所等に対して、虐待防止に関する研修の講師を派遣し、啓発活動を

行いました。 

大津市においては、成年後見制度利用促進(権利擁護支援の促進)の中核機関として市

民をはじめ、支援者に対する普及啓発に努めました。大津市成年後見・権利擁護支援地

域連携ネットワーク協議会においては、関係団体・行政・裁判所(オブザーバー)等申立

支援と受任候補者の調整支援体制の構築、実施に向け具体的な手順について検討調整を

行い、翌年度からの開始を決定しました。  

 

重点項目 3   

県内の市町職員を対象に高齢者虐待対応研修を実施するとともに、県民向けの虐待防

止セミナーを開催し、知識の普及と意識啓発に取り組みました。 

また、市内の障害者施設を対象に、管理者向けの虐待防止研修会、現場の職員向けの

学習会、利用者向けの出前講座というように各対象に合わせた虐待防止の啓発活動を行

いました。市民向けの障害者虐待防止研修会として、今まであまり取り上げなかった性

的虐待をテーマに開催し、正しい知識の普及と啓発に取り組みました。 

 

重点項目 4   

 法人後見活動においては、定期的に管理職と担当者でケースの振り返りや見直しを行

う機会を設け、支援の質の向上に努めました。また、苦情やヒヤリハットの報告を通じ

て、客観的な視点からの助言や意見をいただきながら、業務改善と再発防止に努めるた

め次年度向けて、第三者委員会の開催準備を行いました。 

 

重点項目 5 

 法人設立 20 周年記念事業として、11 月 2 日(日)コラボしが 21を会場に、第 1 部式典

「未来を創造するシンポジウム」、第 2部お祝いパーティーの構成で記念式典を開催しま

した。また、あさがお 20年のあゆみ、現在の様子、未来に向けた法人役職員の思いなど

をまとめ、記念誌を作成しました。 

 また、今後 3 年間(2026～2028 年度)の中期計画（中長期ビジョンから名称変更）を策

定しました。法人としてのミッションを確認し、ビジョン、基本目標、方向性にもとづ

き、具体的な取組みを掲げました。 

 式典開催、記念誌発行、中期計画策定については、全職員が意見を出し合い、プロジ

ェクト会議を重ねて進めました。これらの取組は、職員が結束を固める機会にもなりま

した。 
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【事業報告】 

１．本部 

（１）高齢者虐待・成年後見相談事業        定款：保健・福祉・医療に関する総合相談事業 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

県内の地域包括支援センター、各市町の高齢者保健福祉担当課などからの成年後見制度・ 

高齢者虐待についての相談に応じ、専門的・技術的助言を行い、相談件数は 36 件でした。 

 

 

（２）法人後見事業               定款：権利擁護、成年後見に関する事務の提供 

2025年度は後見業務を担当する相談員 3名と後見活動員 6名で後見活動を行いました。 

新規受任件数は 8件で、死亡による終了件数は 11件でした。その他類型変更を 1件行い

ました。2025度末受任件数は 95件となり、前年と比較すると 3件減少となりました。 

社会福祉法人との協働による障がい者の地域生活のための法人後見(たすき掛け)事業 

 を引き続き実施しました。 

表 3【後見等受任・終了件数推移】  2005～2025 年度            （件） 

年度 
後 見 保 佐 補 助 合 計 年度末 

受任件数 受任 終了 受任 終了 受任 終了 受任 終了 

2005 10 0 2 0 1 0 13 0 13 

2006 30 2 4 1 2 0 36 3 46 

2007 19 6 9 1 3 0 31 7 70 

2008 20 5 4 2 2 1 26 8 88 

2009 17 9 5 2 3 1 25 12 101 

2010 8 8 2 1 1 2 11 11 101 

2011 13 5 2 2 4 1 19 8 112 

2012 2 19 0 2 0 0 2 21 93 

2013 3 5 1 2 3 0 7 7 93 

表 1【年度別実相談件数推移】2005～2025 年度                （件）  

年度 
2005
H17 

2006 2007 
2008
H20 

2009 2010 2011 2012 
2013 
H25 

2014 2015 2016 2017 
2018
H30 

県事業 － 91 70 65 93 68 64 39 39 19 33 22 30 21 

年度 
2019 

R1 
2020 2021 2022  

2023 
R5 

2024 2025        

県事業 15 18 34 26 42 18 36        

表 2【月別延べ相談対応件数推移】    2025 年度                  （件） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

県事業 0 2 3 5 4 6 7 1 0 3 2 3 36 
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2014 10 6 5 0 7 3 22 9 106 

2015 2 11 2 3 3 2 7 16 97 

2016 0 10 1 5 0 2 1 17 81 

2017 12 8 7 1 6 1 25 10 96 

2018 9 10 8 2 2 1 19 13 102 

2019 8 6 9 0 3 1 20 7 115 

2020 12 5 9 1 2 2 23 8 130 

2021 1 6 5 4 2 2 8 12 126 

2022 0 2 3 1 1 11 4 14 116 

2023 1 3 0 8 1 5 2 16 102 

2024 4 4 0 3 0 1 4 8 98 

2025 7 6 2   2 0 4 9 12 95 

現在

受任

件数 

50 33 12 95 
 

                            (内 1件は、類型変更) 

図 1【法人後見受任件数推移】  2005～2025 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）高齢者虐待対応人材育成事業（高齢者虐待対応研修会） 

  定款：権利擁護、成年後見制度に関する研修事業 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

県内の地域包括支援センターや市町担当課の管理職、職員を対象として、高齢者虐

待防止法の確認、虐待対応の流れと役割、事例を通して虐待対応のポイントを習得す

ることを目的とした研修を開催しました。 

    高齢者虐待防止法の概要と行政の責務、高齢者の権利擁護、虐待対応の流れを学び、 

   また、事前アンケートから日頃の虐待対応における悩みや疑問に対する助言と、事例 

   を通して段階ごとの具体的な対応方法を習得する機会としました。 

件数 

年度 
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   【実 施 日】 2025年 7月 2日（水） 10：00～16：30 

               7月 3日（木） 10：00～16：30 

【実施場所】 草津市立市民総合交流センター キラリエ草津  

【内  容】 ・ワークシートを使用し虐待対応の各段階についての要点を確認する 

・グループワークやロールプレイを取り入れた実践的な事例検討を 

 行い、具体的な対応方法や養護者支援を学ぶ 

【講  師】 川端 伸子 氏  

（一般社団法人権利擁護支援プロジェクトともす代表理事、社会福祉

士） 

   【参加者数】  1日目 13市町 37名 

       2日目 13市町 43名 

  

（４）高齢者虐待・成年後見啓発事業（高齢者虐待防止セミナー） 

  定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

 県民や保健福祉関係職員、施設従事者を対象として、高齢者虐待についての問題 

意識を喚起するため、高齢者や家族の孤立化が進むと介護する側の負担が増え、虐待 

のリスクが上がること、虐待は決して他人事ではなく自分事になるかもしれないこと 

を感じてもらい、周りはどのように関わったら良いのかについて、セミナーを開催    

しました。 

 

【実 施 日】 2026年 1月 13日（火）14：00～16：00 

   【実施場所】 滋賀県庁 東館 7階大会議室 

【内  容】  

講 演： 「高齢者虐待を防ぐ～家族支援の視点から～」 

講 師：  千葉 晃央 氏（京都光華女子大学 准教授） 

   【参加者数】 52名 

 

（５）成年後見制度実務研修会      定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

   滋賀県受託：滋賀県障害者権利擁護支援事業 

    障害者を対象とする成年後見制度の市町村長申立に従事する県内市町職員、県内 

   の権利擁護センター職員等を対象に、必要とされる知識や技能の習得を目的とした 

   研修を実施しました。 

    成年後見制度の基礎と、権利擁護支援のニーズ把握や支援検討を疑似体験するこ 

とを目的に事例紹介とグループワークを行いました。 

    

   【実 施 日】 2025 年 11 月 6 日（木）13:00～16:30 

   【実施場所】 滋賀県庁北新館 5-B 会議室 

   【内  容】 ・成年後見制度の利用の概況 
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          ・成年後見制度による支援の意義と効果について 

          ・市町村長申立の際の留意点 

          ・事例検討、グループワーク 

   【講  師】  福島 健太 氏（特定非営利活動法人 PAS ネット理事長） 

外狩 直美 氏（大津家庭裁判所） 

           吉田 夕木 氏（甲賀市役所 健康福祉部 障がい福祉課） 

          桐髙 とよみ 氏（特定非営利活動法人 ぱんじー） 

      【参加者数】  10 市町 35 名 

 

（６）障害者権利擁護支援、成年後見制度専門相談（電話相談および来所相談） 

                     定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

   滋賀県受託：滋賀県障害者権利擁護支援事業  

  各市町が設置する虐待防止センター、障害者福祉担当課、基幹相談支援センター、 

相談支援事業所を対象に権利擁護支援および成年後見制度の利用についての専門的助

言・相談を実施しました。相談件数は 9 件でした。 

 

（７）講師・講演等            定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

滋賀県受託：滋賀県障害者権利擁護支援事業     

県内外の関係機関、行政から依頼を受け、講師を派遣しました。 

月日 主催 テーマ 参加人数 

7/8（火） 竜王町高齢者虐待対応研修会 
高齢者虐待への対応と養護者支援につ

いて～事例から、養護者支援を学ぶ～ 
42 名 

8/18（月） 認知症の人と家族の会 成年後見制度の活用について ９名 

9/13（土） 全国権利擁護支援ネットワーク 法人後見組織の組織運営、人材育成 30 名 

10/3（金） 介護老人保健施設  
利用者の尊厳を守るために  

～虐待防止と権利擁護の実践～ 
28 名 

10/15（水） 守山市地域包括支援センター 
高齢者虐待を防ぐために 

～私たちにできること～ 
36 名 

10/21（火） 介護老人保健施設 
利用者の尊厳を守るために  

～虐待防止と権利擁護の実践～ 
33 名 

11/17（月） 認知症の人と家族の会 高齢者虐待について 10 名 

11/18（火）1 部 近江八幡市社会福祉協議会 虐待防止から考える支援のあり方 24 名 

11/18（火）2 部 近江八幡市社会福祉協議会 虐待防止から考える支援のあり方 27 名 

R8.1/15（木） 高島市自立支援協議会 障害者虐待を防ぐために 75 名 

1/23（金） 滋賀県政策研修センタ－ 高齢者の人権を考える 20 名 

1/23（金） やまなみ工房 
障害者虐待の防止と身体拘束の適正化

について 
33 名 

1/29（木） 草津市障害児(者)自立支援協議会 障害者虐待を防ぐために 100 名 
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（８）成年後見利用促進連携・相談体制整備事業（意思決定支援研修会） 

   定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

滋賀県受託：滋賀県高齢者権利擁護支援センター運営事業 

第二期成年後見制度利用促進基本計画では、尊厳のある本人らしい生活の継続に資 

する成年後見制度の運用のため、本人の自己決定権を尊重し、意思決定支援・身上保 

護を重視することが求められています。そのため、後見事務に携わる専門職、中核機

関職員、市町職員等を対象に、意思決定支援の重要性や考え方について、共通理解の

促進等を図ることを目的とした研修会を開催しました。 

 

【実 施 日】 2025 年 12 月 2 日（月）14：00～16：00 

   【実施場所】 滋賀県庁東館 7 階 大会議室 

【内  容】  

講 演：  みんなで考える意思決定支援 

講 師： 住田 敦子 氏（特定非営利活動法人あすライツセンター長、 

     社会福祉士、精神保健福祉士、介護支援専門員） 

   【参加者数】 83 名 

 

２．大津市権利擁護サポートセンター 

大津市受託：大津市権利擁護サポートセンター運営事業 

（１） 権利擁護・成年後見制度相談業務、成年後見制度利用申立て支援業務 

定款：保健・福祉・医療に関する総合相談事業 

市民や行政、関係機関等から、高齢者や障がい者等の権利擁護・成年後見制度利用に

係る様々な相談に対応しました。 

 

表 4【月別延べ相談対応件数推移】    2025 年度                  （件） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

権利擁護相談 146 127 162 207 187 204 197 158 232 255 218 301 2394 

(内新規) 24 37 27 34 24 31 34 31 37 31 29 45 384 

成年後見申立支援 115 152 156 162 212 261 207 182 191 165 162 208 2173 

合計 261 279 318 369 399 465 404 340 423 420 380 509 4567 

表 5【年度別実相談件数推移】   2005～2025 年度                    （件） 

年度 
2005
H17 

2006 2007 
2008 
H20 

2009 2010 2011 2012 
2013 
H25 

2014 2015 2016 2017 
2018
H30 

大津市 158 198 173 177 198 205 212 201 180 219 269 276 265 283 

年度 
2019 
R1 

2020 2021 2022  
2023 
R5 

2024 2025        

大津市 376 371 404 390 360 331 384        



8 

 

 

（２）啓発・育成事業  定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

①各機関、団体から依頼を受け、次の啓発・育成事業を実施しました。（全 8 回） 

月  日 主催者名 テーマ 参加人数 

2025 年 7 月 13 日 長等学区民生委員児童委員 成年後見制度について 20 名 

10月 23日 シャリエ朝日ヶ丘倶楽部 成年後見制度について(大津市出前講座)  6 名 

11 月 14 日 大津市社会福祉事業団 虐待・人権・身体拘束防止研修会(中部) 57 名 

11 月 21 日 大津市社会福祉事業団 虐待・人権・身体拘束防止研修会(北部) 47 名 

11 月 28 日 大津市社会福祉事業団 虐待・人権・身体拘束防止研修会(南部) 48 名 

2026 年 1 月 21 日 北大津養護学校 権利擁護と成年後見制度 20 名 

 1 月 21 日 大津市役所 長寿福祉課 認知症が招く高齢者虐待 38 名 

3 月 26 日 滋賀弁護士会 中核機関・受任候補者調整会議のしくみ 32 名 

 

（３） 大津市権利擁護サポートセンター運営委員会 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

センター業務の実施状況の共有、センターが有すべき機能や、権利擁護・成年後見制 

度を安定的に実施するために必要な組織体制の構築等について検討しました。 

【実 施 日】 2026 年 3 月 10 日（火）15:15～17:00 

【実施場所】 ふれあいプラザ 4階 視聴覚室 

【委  員】 

・高齢者事業者関係：地域包括支援センター、大津市介護支援専門員協会 

・障害者事業者関係：大津市障害者自立支援協議会、  

地域生活支援センター オアシスの郷 

・地域福祉関係：大津市社会福祉協議会 

・行政関係：福祉政策課、長寿福祉課、障害福祉課、生活福祉課 

【協議事項】 

・大津市成年後見人等受任候補者依頼手続及び受任候補者調整会議について 

・今年度の実績について(報告) 

・社会保障審議会部会における検討、民法改正と権利擁護の地域づくりへの取組 

み準備について、中核機関に求められる役割(情報共有)  

・次年度の運営委員会について 

 

表 6【月別新規相談件数推移】      2025 年度        （件） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

高齢 17 24 21 26 19 22 18 21 23 19 18 23 251 

障害 6 12 6 7 4 8 15 8 8 12 11 22 119 

その他 1 1 0 1 1 1 1 2 6 0 0 0 14 

合計 24 37 27 34 24 31 34 31 37 31 29 45 384 



9 

 

（４） 中核機関の運営に係る業務 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

① 大津市成年後見・権利擁護支援地域連携ネットワーク協議会 

権利擁護サポートセンター業務（中核機関）の実施状況を共有し、権利擁護・成年

後見制度を安定的に実施するために必要なネットワーク構築に向けて検討しました。 

【委  員】 

・専門職団体：滋賀弁護士会、成年後見センター・リーガルサポート滋賀支部、 

滋賀県社会福祉士会ぱあとなあ滋賀 

・高齢者事業者関係：地域包括支援センター、大津市介護支援専門員協会 

・障害者事業者関係：大津市障害者自立支援協議会 

・地域福祉関係：大津市社会福祉協議会 

・医療福祉関係：大津赤十字病院 

・学識経験者：龍谷大学教授 

・行政関係：福祉政策課、長寿福祉課、障害福祉課、生活福祉課 

・オブザーバー：大津家庭裁判所、滋賀県社会福祉協議会 

（第 1 回） 

【実 施 日】 2025 年 6 月 17 日（火）13:30～15:00 

【実施場所】 ふれあいプラザ 1 階 市民活動センター大会議室 

【協議事項】 

・大津市の権利擁護支援の現状・昨年度の取り組み（報告） 

・大津市成年後見制度受任候補者依頼手続及び受任候補者調整会議について(意見 

交換) 

（第 2 回） 

【実 施 日】 2026 年 3 月 10 日（火）13:30～15:00 

【実施場所】 ふれあいプラザ４階 視聴覚室 

【協議事項】 

・大津市成年後見人等依頼手続き及び受任候補者調整会議について 

・民法改正等をめぐる情勢について(意見交換) 

  

② 大津市成年後見制度等受任候補者依頼手続き及び受任候補者調整会議 準備委員会 

ネットワーク協議会委員メンバーおよび後見実施法人から出席いただき、受任候補

者名簿作成や活用、受任調整の実施準備のための委員会（年 4回）を実施し、実際の

流れにおける事務局の役割や様式、名簿登録対象等について検討しました。 

【実 施 日/内容】 

１．2025年 7月 5日／検討すべき項目、準備委員会の工程について 

２．2025年 10月 22日／しくみについての検討(名簿登録者協議等) 

３．2025年 11月 17日／しくみについての検討(模擬受任候補者調整会議) 

４．2025年 12月 22日／しくみについての検討(模擬受任候補者調整会議による事務 

局の役割や様式の調整など) 
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③ 市民向け権利擁護セミナー 

「親亡き後におこること」をテーマに、障がいのある方の成年後見任等の実際の支

援内容や将来に向けて考えて頂きたいこと等について、後見人として大津市で活躍さ

れている司法書士から講演していただきました。 

【実 施 日】 2025 年 9 月 29 日（月）13:30 ～ 15:30 

【実施場所】  スカイプラザ浜大津 7階 スタジオ 1 

【内  容】  「親亡き後におこること～後見人の仕事って?～」 

   講 師：司法書士 安田麻美 氏 

    司法書士 田中正恵 氏 

(成年後見センター･リーガルサポート滋賀支部会員) 

【参加者数】 72 名 

 

④ 大津市意思決定支援研修会(おおつネット懇共催) 

成年後見人等として活動されている司法書士から、日頃の実践における意思決定

支援事例についてお話しいただき、他職種の参加者が意見交換を行いました。 

【実 施 日】 2026 年 2 月 9 日（月）14:00～16:00 

【実施場所】 ふれあいプラザ 4階 ホール 

【内  容】 「意思決定支援について考えよう」 

講 師：司法書士 山田武史 氏 

                (成年後見センター・リーガルサポート滋賀支部会員) 

【参加者数】 56 名 

 

（５） 成年後見制度啓発セミナー 定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

 市民からの一次相談窓口を担う福祉関係職員を対象に、権利擁護・成年後見制度

の普及啓発を目的にセミナーを開催しました。 

 【実施日・場所】  

「基礎編」2025 年 6 月 23 日（月）13:30～16:30 

（ふれあいプラザ 4 階 視聴覚室） 

            「応用編」2025 年 7 月 18 日（金）13:30～16:30 

（ふれあいプラザ 4 階 視聴覚室） 

 

【参 加 者】  福祉関係専門職(ケアマネジャー、相談支援専門員、包括職員等) 

【内  容】 センターが手作りしたテキストを使用し、成年後見制度について事例

を使い、グループワークを行いました。「基礎編」では制度の基本、活

用例など、「応用編」では、同意権、代理権のこと、地域福祉権利擁護

事業との違いなどについて、理解を深めて頂きました。   

【参加者数】 「基礎編」30 名、「応用編」30 名 
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（６） おおつネットワーク懇談会（おおつネット懇） 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

成年後見に関わる専門職の運営委員による委員会を開催し、成年後見等に関する情

報を共有するとともに、 “おおつネット懇”の事務局の役割を担いました。 

① 運営委員会 

 

 

 

②  大津市意思決定支援研修会を権利擁護サポートセンターとの共催で開催しました。 

 

（７）大津市高齢者虐待対応指導及び高齢者の権利擁護に関する弁護士相談業務 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

大津市受託：高齢者虐待対応指導 

高齢者虐待ケースを検討する高齢者虐待対応検討会議（7 回開催）に弁護士とあさが

お職員が出席し、市職員、地域包括支援センター職員に被虐待者、虐待者への対応方

法、虐待対応へのアドバイスを行いました。 

また、9 月、12 月に市及び地域包括支援センター職員を対象とした虐待対応につい

ての研修会を実施しました。 

 

 大津市受託：高齢者の権利擁護に関する弁護士相談 

    市及び地域包括支援センター職員が高齢者虐待や法律問題について、WEB 会議形式

（年間 12 回上限）で弁護士より専門的・法的な見地からの助言等を受け、速やかに権利  

擁護支援に取り組めるよう支援しました。実施回数は 12 回でした。 

【実施方法】オンライン開催（Zoom） 

【実施回数】12 回（1 回 1 時間） 

 

３．大津市障害者虐待防止センター 

大津市受託：大津市障害者虐待防止センター等業務 

（１）大津市障害者虐待防止センター運営 

定款：保健・福祉・医療に関する総合相談事業 定款：権利擁護、成年後見制度に関する普及・啓発事業 

障害者虐待防止センターでは、①障害者虐待の通報・相談・届出の受理、②養護者に

よる虐待の防止・相談や対応、③広報・啓発活動、④障害者虐待防止に関する研修に取

り組みました。 

  
 

回 月 日 開催場所 参加人数 

第 1 回 10 月 22 日（水） ふれあいプラザ 4 階 小会議室 6 名 

表 7【年度別通報・相談・届出の受理件数推移】                （件） 

年度 
2016 
H28 

2017 2018 
2019 
R1 

2020 2021 2022 2023 2024  
2025 
R７ 

件数 109 74 71 124 115 127 111 117 117 129 
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① 通報・相談・届出の受理件数       129件 

② 養護者による虐待の防止・相談や対応  1,598件 

③ 広報・啓発活動 

・障害福祉サービス事業所に出向き虐待についての広報  38事業所 

・障害当事者向け虐待防止講座（出前講座）       14回 

・施設従事者向け学習会                 2回(外部講師) 

 

④ 施設従事者向け障害者虐待防止に関する研修  

市内の障害福祉サービス事業所の管理職、サービス管理責任者等を対象に、虐待が

生まれない環境をつくるために施設としてどう取り組むべきか、施設ごとに必要な研

修をいかに作っていくかを考えるための研修会を実施しました。 

  【実 施 日】 2025 年 9 月 26 日（金）10:00～12:00 

  【実施場所】 旧大津公会堂３階ホール 

【内  容】  講演： 「虐待が生まれない環境をめざして～虐待防止研修をさらに深めるには～」 

          講師： 吉池毅志 氏（大阪人間科学大学 准教授） 

  【参加者数】 当日会場参加 97 名 

         後日アーカイブ配信 41 名 

 

⑤ 市民向け障害者虐待防止研修会 

 大津市在住・在勤・在学の方を対象に、障害のある方が生きづらさを感じず、幸せ

に暮らしていくために家族や周りの人がどう関わっていくかを考えるための研修を実

施しました。 

【実 施 日】 2026 年 3 月 12 日（木）10:00～12:00 

  【実施場所】 大津市ふれあいプラザ大会議室（明日都浜大津 5 階） 

【内  容】 講演：「障がいのある方の権利をまもる為に私たちができること 

                     ～性暴力の被害者にも加害者にもしない～」 

         講師： 徳永桂子 氏（CAP センター・JAPAN トレーナー） 

  【参加者数】 当日会場参加 43 名 

       後日アーカイブ配信 17 名 

 

⑥ アドボカシー活動の実施 

   家族や支援者などから虐待を受けていることに気付かない当事者や、気づいても

声をあげられない当事者の声を拾う為に、訪問型アドボカシー活動の実施を開始し

ました。現在、1 事業所を対象に活動を継続しています。 

  【訪問回数】 全 6 回（月 1 回 60 分/回滞在） 

  【相談実績】 参加者 14 名（内、相談 1 件） 
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４．本部、権利擁護サポートセンター、障害者虐待防止センター全体 
各種協議会等への委員派遣等 

定款：その他の権利擁護事業等（権利擁護・成年後見に関する関連事業） 

① 大津市社会福祉審議会地域福祉専門分科会（1 回） 

② 大津市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進プロジェクトチーム会議（３回） 

③ 大津市認知症・高齢者虐待防止地域支援推進会議（2 回） 

④ 大津市自殺対策連絡協議会（1 回） 

⑤ 大津家庭裁判所家事関係機関との連絡協議会 (1 回) 

⑥ 滋賀県権利擁護・成年後見制度利用促進協議会 (2 回) 

⑦ 滋賀県認知症施策推進会議（1 回） 

⑧ 中核機関ネットワーク会議 (2 回) 

⑨ 大津市障害者虐待防止連絡協議会 (1 回) 

⑩ 2025 年度 DearHouse 地域連携推進会議 (1 回) 

⑪ 高島市高齢者虐待防止ネットワーク代表者会議 (1 回) 

⑫ 特定非営利活動法人ぱんじー法人後見受任審査委員会 (1 回) 

 

５．法人内の取り組み 

（１）20周年記念事業 

   20 周年記念事業として、記念式典の開催および記念誌作成を職員一同で行いました。 

 

① 20 周年記念式典 

    プロジェクト会議を 10 回行い、準備をすすめました。 

【実 施 日】 2025 年 11 月 2 日（日）13:30～16:40 

  【実施場所】 コラボしが 21 3 階大会議室 

【内  容】 (第 1 部) 

 オープニング あさがお 20 年の歩み動画上映 

         未来を創造するシンポジウム 

         「これからの障がい者支援を検討する」 

          シンポジスト 

           社会福祉法人 しが夢翔会 宮澤猛氏 

           社会福祉法人 美輪湖の家大津 樋上千恵氏 

           びわこ学園大津市基幹相談調整センター 松岡啓太氏 

           特定非営利活動法人あさがお 楠本 幸 

          コーディネーター 

           全国権利擁護支援ネットワーク事務局長 

           知多地域権利擁護支援センター理事長  今井友乃氏 

          コメンテーター 

           國學院大學名誉教授 

           全国権利擁護支援ネットワーク顧問 佐藤彰一氏 

         「あさがおの中期ビジョンについて」 

           特定非営利活動法人あさがお 理事長 尾崎 史 

                 〃 副理事長 龍谷大学教授 筒井乃り子氏 
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   (第 2 部) お祝いパーティー 

  【参加者数】  79 名 

     

③  20 周年記念誌 

プロジェクト会議を 9 回、印刷業者との打ち合わせを 2 回実施し、2026 年 1 月に 700  

部発行しました。記念冊子は式典参加者、会員、その他関係者、関係機関等に配布しま

した。 

 

（２）権利擁護（成年後見）調査（ダイトロン福祉財団助成事業） 

   検討委員会を 5 回行い、調査の実施、分析、報告書作成を行いました。 

  【目的】 大津市内における障がい者の成年後見制度の利用実態や権利擁護支援ニーズおよ 

び、「たすき掛け事業」の周知状況について把握し、今後必要な権利擁護支援の法人 

連携について検討するための資料にするため。 

  【調査対象】大津市内の 18 歳以上の人が利用する障害福祉サービス事業所 175 箇所 

  【調査方法】大津市自立支援協議会の協力を得て、インターネットによる依頼・回答 

  【調査結果】報告書 300 部作成し、大津市自立支援協議会の会議等で配布しました。 

        また、大津市自立支援協議会の会議で報告しました。 

 

（３）中期計画の策定 

   あさがお 20周年の節目として、中期計画を策定しました。民法改正等成年後見制度の

転換期にあたることから、今後 3年間(2026年度～2028年度)の中期計画としました。 

 作成のために検討会を 6回開催し、職員会議などで共有しながら作成をすすめました。 

 

（４）法人内の職員育成計画の作成 

   職員が能力を発揮し、安心して働ける環境をつくることで、法人全体の力を高めることを

目的に、あさがお「人材育成計画 2025」を作成しました。 

  この計画では(1)メンター制度 (2)職員面談について (3)OJT(日常の指導) (4)OFF-JT(外

部研修) (5)SDS(自己啓発支援制度) (6)つづける学び研修 の職員の成長を支える 6 つの

柱で人材育成を構成しています。さらに、新任職員育成の取組を詳細に定めています。さら

に、PDCAサイクルにより育成計画を運用することも明記しました。 

 

（５）法人後見事務チェックシートの作成、販売 

   2023年度末に完成した「あさがお法人後見事務チェックシート」を全国の成年後見活

動に携わる関係機関、団体等へ書籍として、インターネット等を通じて販売しました。 

  2025年度の販売実績は、35冊でした。 
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（６）職場委員会・プロジェクトチームの活動 

職員で構成される以下の各委員会で、次の活動を行いました。 

 

① 研修委員会 

     法人の発展や安定的運営につながることを目指して、「人材育成計画 2025」を作成

し、2024 年度から準備を進めてきたメンター制度をスタートし、定期的な面談を行

いました。 

     また、職員の資質向上のため、「アドボカシー」研修(講師:大阪人間科学大学吉池

毅志先生)を行いました。さらに、外部研修会参加報告のしくみづくり(職員会議での

報告、山根式資料保管方法の確立)を行いました。 

 

② 広報委員会 

   あさがお通信の定期的な発行に向けて進捗管理を行いました。会員の皆さんに興味を

持っていただける内容にするために、後見活動での出来事や、被後見人さんの活躍を掲

載しました。また、イラストを使用する際に、場合によっては使用料が発生する可能性

があるため、昨年度と同様にあさがお通信で使用するイラストは職員が作成したものを

使いました。また、最新の 84号からは、より多くの方が閲覧できるようホームページへ

の掲載を始めました。 

 

③ 福利厚生委員会 

2025年度は 5名の入職、2名の退職があり、歓送迎会を 4回開催いたしました。 

   また、この委員会とは別にハイキング等の企画を 2回実施しました。 

 

④ 苦情解決委員会 

第三者委員会実施に向けて打合せを行い、2026年 5月 21日に第一回目となる第三者委

員会を実施することとなりました。をあさがおの第三者委員として下記の方々にご協力

いただくこととなりました。 

第三者委員：古山 力氏  （滋賀弁護士会 大津中央法律事務所） 

      松村 裕美氏 （公益社団法人 おうみ犯罪被害者支援センター） 

      石黒 賀津子氏（公益社団法人 滋賀県手をつなぐ育成会） 

 

⑤ システム IT活用委員会 

キントーン導入後、相談業務管理、事業の進捗管理等、業務にかかる時間の効率化

が推進しました。タブレット導入については、管理方法等ルール作りをした上で、活

用しています。 

 

⑥ 実習生受入れプロジェクト:ソーシャルワーク実習(社会福祉士) 

2026年度に実習生を受け入れるため、打合せを 6回行い実習プログラムの作成等、 

受入体制の整備を行いました。 
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⑦ 本部会議（本部の環境整備） 

     法人本部事務所の環境整備、衛生管理、安全対策、防火防災等を中心に協議を行

いました。 

 

（７）寄付の拡大 

あさがおの権利擁護活動の周知・理解を図りながら、寄付の依頼に努めました。 

【寄付件数】        64 件 （内 20 周年記念事業寄付 51 件） 

【寄 付 額】     893,000 円 （内 20 周年記念事業寄付 643,000 円） 

 

（８）機関紙あさがお通信の発行 

4 月、7 月、10 月、12 月の年 4 回、あさがお通信を発行しました。 

 

（９）会議等の開催 

① 通常総会（1 回） 

② 理事会（5 回） 

③ 職員会議（12 回） 

④ 相談員会議（22 回） 

⑤ 法人後見担当者会議（12 回） 

⑥ 法人後見棚卸会議（3 回） 

⑦ 理事長・副理事長会議（7 回） 

⑧ 事務局会議（6 回） 

⑨ 弁護士相談（10 回） 

⑩ 本部会議（本部の環境整備）（10 回） 

 


